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１．研究の背景と目的	
 

2011年に発生した東日本大震災時には「自分のいる場所が安

全であると思ったから」という理由で避難行動をとらず、逃げ

遅れによる被災が発生した 1)。内閣府による専門調査会では、

過去の地震発生による津波に対して「その時いた場所が危険で

あると思わなかった」という理由で避難行動をとらなかったと

いう調査結果も公表されている。これらのことから、津波によ

る人的被害を軽減するためには津波のリスクが認知される傾向

を把握し、一早く高台などに避難を促すことが必要になると考

えられる。 
本研究では南海トラフ地震によって発生する津波を対象とし

て①海面からの高さ、②海からの距離等の地理的条件と、その

地理的条件に対する人々の認知が、避難を開始できるまでに要

する時間（以下、「避難開始時間」とする）にどのように影響

しているのか補注 1.についてアンケート調査と現地調査の結果を

分析し、その関係性を明らかにすることを目的とする。 

 

２．対象地域について	
 

	
 後世に遺すべき伝統的なまちなみとして指定されている 109

の重要伝統的建造物群保存地区（平成 26 年 12 月 10 日現在、

以下「重伝建地区」と略称）の中には内閣府より南海トラフ巨

大地震による津波被害が危惧される南海トラフ地震津波避難対

策特別強化地域（計 1都 13県 139市町村）とされる、1.高知県

室戸市吉良川町 2.高知県安芸市土居廓中 3.和歌山県有田郡湯浅

町湯浅 4.宮崎県日向市美々津 5.宮崎県日南市飫肥の 5 地区が挙

げられる。これら 5 地区の中でも津波の最短到達時間 3 分（津

波高 1m）、最大津波高 24m、津波による死者数が 84%と想定

され、津波により最も大きな人的被害が危惧されている高知県

室戸市吉良川町を本研究の対象とする。 
 
３．アンケート調査の概要	
 

アンケート調査は吉良川町重伝建地区内の全住民を対象として

行った。回答される方の住所の場所において、想定されている

津波の浸水深や海からの距離、標高等の地理的条件を読み取っ

ていただき、一定の津波発生シナリオのもとに想定される避難

開始時間とその時間を決定した理由、さらに地理的条件に対す

る危険性について評価していただいた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2	
 アンケート項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．アンケート結果と分析	
 

津波から身の安全を確保できる避難開始時間として考えられ

ている「10分以内に避難補注 2.を開始できる」と回答した 30人
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図 1	
 配布地図（調査概要は加筆） 



中 18人が、その避難開始時間を決定した理由として「地震で

津波が発生すると思うため」と回答していた（図 2）。また、

安全を確保できる場所として標高 20m以上の避難場所補注 3.を回

答した全回答者 45人中 6人が「10分以内に避難を開始でき

る」と回答していた（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2	
 避難開始時間を決定した理由の回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3	
 避難場所の標高の回答割合 

 

 

 

 

 

図 4	
 距離・高さに対するリスク認知 

自宅の浸水深が 1.0m 以上であると回答した 26 人の中で、自

宅に面する道路から海が見える位置に自宅がある 4 人と、海が

見えない位置に自宅がある 22 人を対象として、距離（「海岸

から自宅までの距離」と「自宅から避難場所までの距離」の両

方）と高さ（「自宅の浸水深」と「自宅の標高」の両方）に対

するリスクの認知を比較する。距離に関して、前者の 75%が

「安全であると思う」と認知していた一方で、後者の 63.6%が

「危険であると思う」と認知していた。高さに関して、前者の

75%、後者の 77.3%が「危険であると思う」と認知していた

（図 4）。これらの結果より、自宅に面する道路から海が見え

る位置に自宅がある人は、高さに対しては危険と認知する一方

で、距離に対して安全と認知する傾向があることが確認された。 

また、自宅の浸水深を死亡率 100%となる 1.0m以上と回答し

た 35 人中 6 人が「自宅の浸水深」に対して「安全であると思

う」と回答していた。この結果より浸水深の危険性については

誤って安全側に認知されている住民がいると考えられる。 

５．結論	
 

	
 本研究では、住民が地図上から読み取る距離や標高等の地理

的条件と、その条件に対するリスクの認知が、避難開始時間に

どのように影響するのかについてアンケート調査による分析を

行った。その結果を以下にまとめる。 

	
 ・10 分以内に避難を開始できると回答した人の 60%がその

理由として「地震で津波が発生する」ことを挙げた。・標高

20m以上の避難場所へ避難すると回答した人の 100%が 10分以

内に避難を開始できると回答した。・海が見える位置に自宅が

ある人は、海が見えない位置に自宅がある人に比べて、距離に

対して安全と認知し、高さに対して危険と認知する傾向にあっ

た。・死亡率 100%となる浸水深 1.0m以上に自宅があると回答

した 35 人中 6 人が自宅の浸水深に対して安全と認知していた。 

 

6.	
 考察 

標高 20m以上の避難場所を回答した全員が 10分以内に避難

を開始できると回答していたことより、避難場所の標高が高い

と避難開始時間が早まるため、避難に時間がかかると認識され

ていると推察される。また、海が見える位置に自宅がある場合、

距離に対して安全と誤って認識してしまう傾向がある結果から

は、自宅の危険性に対する誤認識を改める必要があると考えら

れる。浸水深に対する危険性の周知は、今後の避難計画を検討

する上で必要であると考えられる。 

 

7．今後の課題	
 

本研究における、地区内の「海が見える地点」は筆者らが行

った現地の街路調査によるものであり、サンプルが少なかった。

そのため、今後は「自宅から海を見ることができる」ことが避

難の開始や地理的条件に対する認知についても明らかにする必

要があると考えられる。 
 
＜補注＞ 
1. 諌川らの研究 2)では、標高が高くなるほど避難しない住民が増えたことや海から離れた場所
では避難しなかったことが明らかにされており、①海面からの高さ、②海からの距離などの情報
が避難行動と関係していると指摘している。 
2.	
 吉良川町は、歩行による避難が困難となる浸水深 30cmの到達時間が 20-30分と想定されてい
るため、地震発生後 20 分以内に避難を完了させる必要がある。一方で、国土交通省が公表した
東日本大震災時の平均避難距離 423mに対する平均避難時間が 11.3分であったことより、本研究
で要する避難時間は 10 分と仮定した。これらのことより 10 分以内で避難を開始しないと 20 分
以内に避難は完了できない。 
3.	
 室戸市沿岸に最大津波高 24mが想定されている。それに対して、地区内における標高 20m以
上の避難場所は標高 40m、64mの 2つの避難場所であるため、「安全を確保できる場所」と考え
られる。 
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